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	応用
	抗原情報
	背景
	Fos遺伝子ファミリーは、FOS、FOSB、FOSL1、FOSL2の4つのメンバーから構成されています。これらの遺伝子は、JUNファミリーのタンパク質と二量体を形成し、転写因子複合体AP-1を形成するロイシンジッパータンパク質をコードしています。そのため、FOSタンパク質は細胞増殖、分化、および形質転換の調節因子として関与していると考えられています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月],機能：FosBはJunタンパク質と相互作用し、DNA結合活性を高めます。,類似性：bZIPファミリーに属します。,類似性：bZIPファミリーに属します。Fosサブファミリー。,類似性：1つのbZIPドメインを含みます。,サブユニット：ヘテロ二量体。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	FosB抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	FosB抗体を用いたCOS7細胞およびJurkat細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Fos B ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウェスタン ブロット分析。

